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本県では、高知県デジタル化推進計画に基づき、電子申請、電子決裁、電子契約、

RPA、AI-OCR 等、様々なデジタルツールを活用し、行政のデジタル化に取り組んで

います。

そこで、本県庁において新たに導入すべきデジタルツールを一つ提案したうえで、

当該ツールの概要、導入による効果、庁内での普及方法（関係者の理解を得ること

を含む。）及び導入に当たっての留意点について、あなたの考えを述べてください。

なお、提案いただいたデジタルツールが、本県庁で導入済みのものであっても構

いません。デジタルツール選択の巧拙よりも、考え方や表現ぶりを重視します。

多くの地方都市では、郊外開発が進み、市街地が拡散してきましたが、今後は、

急速な人口減少が見込まれています。

高知県内においても同様の傾向が見られているところであり、都市全体の構造を

見直し、コンパクトなまちづくりと、これと連動した公共交通ネットワークを形成

することが重要とされています。

このようななか、本県のような地方都市を取り巻く環境の変化、コンパクトなま

ちづくりに必要とされる対策、それらの対策によりもたらされる効果について、土

木を含む行政に関する内容をはじめ、健康、福祉、防災等の幅広い視点から、あな

たの考えを述べてください。

試 験 区 分 行政（デジタル）

試 験 区 分 土 木
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高知県の産業振興計画では、持続可能な林業振興に向けて、令和３年に約66万

立方メートルとなっている原木生産量を85万立方メートルに増産する目標を立て

て、森林施業の集約化や労働生産性の向上などに取り組んでいます。また、森林資

源の循環利用を進めるために、伐採跡地への再造林を進めることとし、４割程度に

とどまっている再造林率を７割まで引き上げていくことを目標にしています。

こうした目標の達成には、森林施業の効率化を進めるとともに林業の担い手を増

やすことが必要となっていますが、近年、高知県の林業就業者数は、1,600 人弱で

ほぼ横ばいで推移しています。

そこで、林業の担い手の増加を図るための課題と、今後、その課題の解決に向け

て、どのように取り組むべきか、あなたの考えを述べてください。

試 験 区 分 林 業


